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議  事  件  名  会  議  の  経  過  及  び  結  果 

 

審議案件 

（１）戸田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告について 

（２）平成３０年度税率改正の効果影響の検証について 

  

 その他 

（１）令和元年度戸田市国民健康保険運営協議会開催スケジュールについて 

 

 

事 務 局 

 

会   長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会   長 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

会   長 

 

 

委   員 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

司会及び開会のあいさつ、資料確認 

   

  あいさつ 

   

委員変更報告（垣田 委員） 

 

事務局職員変更報告、あいさつ（久川福祉部長、矢ヶ崎福祉部次長、 

清水保険年金課長) 

 

出欠状況報告（１５名中１０名出席） 

 

○戸田市国民健康保険に関する規則第４条第４項の規定に基づき会議に必

要な定足数に足りているため会議が有効である旨を報告 

   

○戸田市国民健康保険に関する規則第４条第１項の規定に基づき会長が議

長となる旨報告 

 

それでは、次第に基づきまして、進行いたします。 

 

○議事録署名人の指名（忰田 委員、駒崎 委員） 

   

案件（１）戸田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の 

報告について事務局から説明をお願いします。 

 

【案件（１）資料に基づき説明を行う。】 

  

  ありがとうございました。事務局からの説明内容につきまして、ご意見等 

ございますか。 

  

国の制度改正を受け入れないという選択肢はあるのでしょうか。 

   

市としては法律が変わり、それに対して、戸田市はどうするかということ 

になりますので、この改正に対応して条例を改正しなければ、戸田市はやら

ないということになります。賦課限度額を高める事については、負担が高ま

るので、一年後に実施する予定になっております。今回の軽減拡充について

は、負担が減少するものなので、戸田市としてはいち早く行わせていただい

たということになります。 
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会   長 

 

 

委   員 

 

会   長 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

会   長 

 

 

会   長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

会   長 

 

 

 

 

 

委   員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

会   長 

 

事 務 局 

 

 

 

委   員 

 

ありがとうございます。他にご意見等ございますか。特にご意見等なけれ

ば原案のとおり承認いただくことにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

無いようですので、本案につきましては、原案のとおり承認とさせていた 

だきます。 

 

続いて、（２）平成３０年度税率改正の効果影響の検証について、事務局よ

り説明をお願いいたします。 

 

【案件（２）資料に基づき説明を行う。】 

 

ありがとうございました。事務局からの説明内容につきまして、ご意見等 

ございますか。 

 

収納率について、支払われていない方の国籍等の属性みたいなものは把握 

 されているのでしょうか。 

 

以前の運協で、収納推進課では属性の把握はしていないということでした。 

そうした中で、収納推進課で力をいれていることとしては、財産調査を行い、

財産があるのに、支払わない方に対しては、法律に基づいて処分を行うこと、

財産がない方に対しては、執行停止をしていくという対応を行っています。 

 

財産の観点で、滞納者の実情を調べた上、対応を分けていくという形で取

り組んでいます。 

 

この辺りですと、蕨市、川口市は外国人の方が多く、市役所の窓口にも外 

国人の方が来られることが多い様子が見受けられます。外国人の方は、お金 

を支払ってみんなで助け合うという皆保険というシステムになじめていない 

ように思います。そのため、収納率の向上に向け、そのような属性を調べた 

ほうが良いかと思われます。 

 

口座振替率とその収納率はどうなっているのでしょうか。また、県内でど

のくらいの位置になるのでしょうか。 

 

口座振替の収納率は分かりませんが、口座振替率は、平成２９年度の数字

で戸田市は３２．８％です。県内での順位は、今はありませんが、決して高

い方ではありません。保険年金課では、口座振替を推進するように収納推進

課と連携をしており、県からも口座振替を推進するよう言われています。 

 

収納方法はどのような種類がありますか。 

 

基本的には、納付は自主納付という形にしており、納付書により、金融機

関、コンビニで支払っていただきます。それとは別に口座振替と職員によっ

て直接徴収させていただく方法、年金天引きによる特別徴収があります。 

 

法定外繰入金の一人当たりについて、下がってきていると説明がありまし 

たが、それでも、県内では多い方から 2位ということで、繰り入れが多いと 
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事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委   員 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委   員 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

委   員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

いう解釈でよろしいでしょうか。 

 

本市の直近の数字を平成２９年度の県内順位にあてはめると、繰り入れが

多い方から２番目になります。補足になりますが、他市町村の平成２９年度

と、戸田市の平成３１年度の当初予算との比較になっており、平成２９年度

の県内４０市の数字で言いますと、平均１３，７００円台という数字がでて

おります。その中で、戸田市は、かなり特出しており、今は、３万円代に下

がってきまして、平成２９年度時点の数値との比較では、蕨市とふじみ野市

の間で、二番目であり、蕨市、戸田市、ふじみ野市が３万円を超えていると

いうことになっております。 

 

財政の安定化という観点からすると、滞納を少なくするということが一つ

あります。それから、支出もいかに削減できるかという二本立ての対策が必

要だと思います。また、医療にかからないための対策について、検討されて

いる事とは思いますが、今回の検証の中に入ってはいないのでしょうか。 

 

今回は分かる数字の羅列的なところでしたので、医療費をどうしていくか 

ということは、説明には入っていなかったのですが、医療費を抑えていくた 

めには、一点目として、大きな病気にかからないということが大きくありま 

すので、まずは特定検診であると考えております。 

 

特定健診については、実際には、４割５分の方しか受けていない状況です。 

多くの方に受けていただき、早めに対応していただき、将来の大病を防いで 

もらうようにすることが必要であると思っております。 

併せて、ジェネリック医薬品の案内や、保健指導を提供していき、医療費

の抑制や、医療にかからない健康状態にしていただくことも、取り組んでい

かなければならないと思っております。 

 

要因分析をしっかりやらないといけないと思います。また、いわゆるスポ 

ーツ理論で老いを少しでも遅らせていく方法など、色々な対策があると思い

ますので、そういったのも要因分析と併せてやっていかれたら良いと思いま

す。 

 

国の指導で各保険者はデータヘルス計画を作るように言われていまして、

レセプトとかのデータを分析し、どういった疾病が多いのか検証を行ってい

るところであります。その結果として、やはり生活習慣病が多いと思われま

すが、生活習慣病に対して、決定的な対策というものがまだ見出されていな

く、健康診断など、日々の地道な生活改善が大事だと思われます。 

   

いわゆる寿命と、健康寿命というものがありますが、その比率は把握され

ていますでしょうか。 

 

健康寿命については、色々な取り方がありますが、埼玉県が統一で出して 

いる健康寿命ですと、戸田市は、決して高いほうではありません。県内で最 

下位に近い状況であります。埼玉県では、６５歳以上の方が、要介護２にな 

るまでの期間を各市町村で計算していますが、県内で比べると、戸田市は最 

下位に近いというところになっております。そういうこともあり、長寿介護 

課の方で、戸田元気体操、福祉保健センターの方で、健康マイレージで楽し 

みながら歩いたり、運動ができるような事業を、取り組んでおります。今年 
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会   長 

 

 

委   員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委   員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度から、国保の方でも、健康マイレージを案内して、取り組むようにしてい 

ます。健康寿命については、戸田市の大きな課題ということで、着目して取 

り組んでいるところであります。 

 

健康づくりの部分で、協会けんぽと健保組合の委員より、何か提案等はあ 

りますでしょうか。 

 

協会けんぽでは、まずは、健診について、３月下旬に、対象者の方である

３５～７４歳の方に対して、案内を出しています。 

扶養者の方には特定健診という形で、４月～３月の通年で、２０万人程の

方に案内をしております。扶養者の特定健診は２０％台と少しずつ上がって

きていますが、なかなか伸びていません。お勤めしている方も４０％台であ

り、受診率を上げていきたいと思っています。 

それに加えまして、健康経営というところで、そちらの方にも健康づくり

が重要ということで進めているところでございます。一つの取り組み例とし

て、健康経営の事業の中で、宣言をしていただくことで、宣言事業として行

っております。その中で、一年間を通して、宣言をしていただいた事業者様

に対しまして、協会の職員がフォーローアップというところで、伺ってアド

バイスをしたりして、取り組みを進めていく中で、一年後の取り組みの基準

というものを設けており、基準に達したら、認定証という形で、宣言したと

ころ、認定されたところは、ホームページで公表しているところです。 

 

また、県と連動している糖尿病重症化予防プログラムも進めています。持

病がある方に対して、透析などにかからないように、プログラムに沿って予

防を進めていく形でございます。 

 

健保組合では、歯科検診が、糖尿病等の疾病や、内臓疾患に有効と言われ

ています。ただ、歯科検診の補助等が出来れば良いのですが、なかなかそう

はいかず、６月の歯と口の健康習慣の週に、被保険者に歯磨きセットを配布

し、歯磨き習慣を身につけていただくようにしています。本当は歯科検診を

推進するのが、有効だと思いますが、今のところはそれしかできていません。 

 

埼玉県で実施されているコバトン健康マイレージですが、健保組合も今年 

から参加しております。任意参加ですが、スマートフォンにアプリをダウン

ロードしていただいて、歩数計として利用していただくことを行っています。

一定数マイレージが貯まると、県の農産物が抽選で当たって、自動的に送付

されるものがあり、楽しみながら歩いていただいて、健康に繋ぐということ

で実施しております。 

 

健康づくりとか、検診というのは、受けた人と受けていない人で差をつけ 

るのが重要であると思っております。今、お話がありましたように、コバト 

ンの健康マイレージはいわゆるインセンティブでありますが、それは、個人 

的には、続かないと思っています。アメリカ的な発想ではありますが、基本 

的にはやらなかった人へのペナルティを考えていかないといけないと思って 

おり、日本もそのように変わっていくのではないかと考えています。そうし 

ていかなければ、中々難しいと思われます。 

 

埼玉県はコバトン健康マイレージを行っていますが、今、上手くいってい 

るのは、大分県であり、県を挙げて、健康寿命日本一を作るとしています。 
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委   員 

 

 

会   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委   員 

 

会   長 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

会   長 

 

 

 

 

事 務 局 

 

歩得（アルトック）というもので、これも同じような、ウォーキングをして、 

マイルを貯めてというもので、地元の JAや JR九州など、みんなが入って、 

いわゆるヘルスツーリズムとつながり、色々なことをやっています。これが 

成功しますと他の県も真似し始めるのではないかと思います。インセンティ 

ブだけでは、なかなか健康づくりや、健診の増加にはつながらないというこ 

とが、現状だと思います。 

 

また、医師会において医療費の削減について、何か取り組みをされていま

すか。 

 

ほとんどの薬が、ジェネリック医薬品になっているということが医療費の

削減につながっていると思います。 

 

先日の国保関係の新聞を見ると、厚生労働省は、２０４０年あたりに向け 

て、AIと IOTを使って、医療福祉関係人員を１４０万人削減するような方 

針を打ち出しています。本当に削減できるかは分からないですが、そこまで 

削減すると、人件費の部分で、医療費が下がってくるとういうのはあるかも 

しれないと思われます。 

現状としては、資料にあるように、収納率の増加等で対策するしかないと 

思われます。 

 

他に意見がなければ、原案のとおり承認させていただきますので、ご了願

います。 

 

（異議なし） 

 

無いようですので、本案につきましては、原案のとおり承認とさせていた 

だきます。 

 

続きまして、その他として、事務局から何かありますか。 

 

【令和元年度戸田市国民健康保険運営協議会開催スケジュールについて 

   説明を行う。】 

 

ありがとうございました。事務局からの説明内容につきまして、ご意見等 

 ございますか。 

ご意見等がなければ、以上をもちまして本日の審議案件は全て終了となり

ます。議事進行の方を事務局にお返しします。 

 

  閉会のあいさつ 

 

 


	会議録 (出席状況等)R01.5.15
	会議録 (R01.5.15)




 
令和元年度 第１回 


戸田市国民健康保険運営協議会 


会 議 次 第 
 


 


日 時 令和元年５月１５日（水）午後２時～ 


場 所 市役所７階 第５委員会室 


 


 


１．開 会 


 


２．案件審議 


   （１）戸田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告について 


   （２）平成３０年度税率改正の効果影響の検証について 


 


３．その他 


 


４．閉 会 


 








案件（１） 


戸田市国民健康保険税条例の一部を改正する


条例の専決処分の報告について 


 令和元年５月１５日 







戸田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 


（平成 31 年 3 月 29 日専決処分） 


１．改正概要 


条 項 内 容 施行日 


第 21条 


低所得者軽減判定基準額の見直し 


・５割軽減の判定基準所得の一人あたりの算定基準額を


２７．５万円 → ２８万円


・２割軽減の判定基準所得の一人あたりの算定基準額を


５０万円   → ５１万円


※5 割・2 割の軽減判定基準所得＝33 万円+（算定基準額×


被保険者数と特定同一世帯所属者数の合計）


平成 31年 4月 1日 


２．低所得者軽減拡充に伴う影響について 


軽減額


７割軽減 122,652,950


５割軽減 51,846,500


２割軽減 18,393,000


軽減合計 192,892,450


平成31年度への影響世帯及び金額


平成30年度
増減


（Ｈ31－Ｈ30）


世帯数


4,240


1,800


4,240


1,831


世帯数


194,051,200


1,531


7,571


軽減対象


全世帯数 均等割額18,451世帯


世帯数


315,000


1,158,750


（平成30年度国民健康保険税課税データ利用）


1,560


7,631


平成31年度


軽減額


122,652,950


52,690,250


18,708,000


1,158,750円60世帯


959,377,000円


0


31


29


60


軽減額


0


843,750


1







３．今回の低所得者軽減拡充の具体例 


（１）２人世帯（2名介護分あり）の総所得が８８万５千円の場合


平成３０年度 平成３１年度（軽減拡充後） 


◎国民健康保険税 ２割軽減適用 ◎国民健康保険税 ５割軽減適用


税額（ａ） １２８，２００円 税額（ｂ） １０３，０００円 


差額（ｂ）－（ａ）  △２５，２００円


（２）２人世帯（2名介護分あり）の総所得が１３４万円の場合


平成３０年度 平成３１年度（軽減拡充後） 


◎国民健康保険税 軽減適用対象外 ◎国民健康保険税 ２割軽減適用


税額（ｃ） １９５，２００円 税額（ｄ） １７８，４００円 


差額（ｄ）－（ｃ）  △１６，８００円
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専決 第 ２ 号 


専 決 処 分 書 


 次の事項について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１


項の規定により、専決処分する。 


戸田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例（別紙） 


  平成３１年 ３月２９日 


 戸田市長 菅 原 文 仁 
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戸田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 


戸田市国民健康保険税条例（昭和３８年条例第３８号）の一部を次のように


改正する。 


 第２１条第２号中「２７５,０００円」を「２８万円」に改め、同条第３号中


「５０万円」を「５１万円」に改める。 


附 則 


 （施行期日） 


１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 


 （適用区分） 


２ 改正後の戸田市国民健康保険税条例の規定は、平成３１年度以後の年度分


の国民健康保険税について適用し、平成３０年度分までの国民健康保険税に


ついては、なお従前の例による。 
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報告第  号参考資料 


戸田市国民健康保険税条例新旧対照表 


年  月  日 


福祉部保険年金課


改正前 改正後 


第１条～第２０条 （略） 第１条～第２０条 （略） 


（国民健康保険税の減額） （国民健康保険税の減額） 


第２１条 次の各号のいずれかに掲げる国民健康保険税の納税義


務者に対して課する国民健康保険税の額は、第２条第２項本文


の基礎課税額からアに掲げる額を減額して得た額（当該減額し


て得た額が５８万円を超える場合には、５８万円）、同条第３


項本文の後期高齢者支援金等課税額からイに掲げる額を減額し


て得た額（当該減額して得た額が１９万円を超える場合には、


１９万円）及び同条第４項本文の介護納付金課税額からウに掲


げる額を減額して得た額（当該減額して得た額が１６万円を超


える場合には、１６万円）の合算額とする。 


第２１条 次の各号のいずれかに掲げる国民健康保険税の納税義


務者に対して課する国民健康保険税の額は、第２条第２項本文


の基礎課税額からアに掲げる額を減額して得た額（当該減額し


て得た額が５８万円を超える場合には、５８万円）、同条第３


項本文の後期高齢者支援金等課税額からイに掲げる額を減額し


て得た額（当該減額して得た額が１９万円を超える場合には、


１９万円）及び同条第４項本文の介護納付金課税額からウに掲


げる額を減額して得た額（当該減額して得た額が１６万円を超


える場合には、１６万円）の合算額とする。 


(1) （略） (1) （略）


(2) 法第７０３条の５に規定する総所得金額及び山林所得金


額の合算額が、３３万円に被保険者及び特定同一世帯所属者


（国民健康保険法第６条第８号の規定により被保険者の資格


を喪失した者であって、当該資格を喪失した日の前日以後継


続して同一の世帯に属するものをいう。以下同じ。）１人に


つき２７５，０００円を加算した金額を超えない世帯に係る


納税義務者（前号に該当する者を除く。） 


(2) 法第７０３条の５に規定する総所得金額及び山林所得金


額の合算額が、３３万円に被保険者及び特定同一世帯所属者


（国民健康保険法第６条第８号の規定により被保険者の資格


を喪失した者であって、当該資格を喪失した日の前日以後継


続して同一の世帯に属するものをいう。以下同じ。）１人に


つき２８万円を加算した金額を超えない世帯に係る納税義務


者（前号に該当する者を除く。） 
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改正前 改正後 


ア～ウ （略） ア～ウ （略）


(3) 法第７０３条の５に規定する総所得金額及び山林所得金


額の合算額が、３３万円に被保険者及び特定同一世帯所属者


１人につき５０万円を加算した金額を超えない世帯に係る納


税義務者（前２号に該当する者を除く。） 


(3) 法第７０３条の５に規定する総所得金額及び山林所得金


額の合算額が、３３万円に被保険者及び特定同一世帯所属者


１人につき５１万円を加算した金額を超えない世帯に係る納


税義務者（前２号に該当する者を除く。） 


ア～ウ （略） ア～ウ （略）


第２２条～第２６条 （略） 第２２条～第２６条 （略） 


附 則 （略） 附 則 （略） 


附 則 


 （施行期日） 


１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 


 （適用区分） 


２ 改正後の戸田市国民健康保険税条例の規定は、平成３１年度


以後の年度分の国民健康保険税について適用し、平成３０年度


分までの国民健康保険税については、なお従前の例による。 
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案件（２） 


平成３０年度税率改正の効果影響の 


 検証について 


  令和元年５月１５日 







１．年度平均被保険者数と高齢化率の推移　※国保連年報資料


Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０当初時点 Ｈ３１当初時点 H20～ H23～ H26～
全年齢（人） 34,680 34,614 34,716 34,658 34,252 33,961 33,588 32,622 31,304 29,372 28,427 27,129 -1.70% -2.54% -4.18%


６４歳以下（人） 27,297 26,959 27,013 26,906 26,315 25,701 25,125 24,081 22,867 21,183 20,397 19,460 -2.49% -3.55% -5.23%
６５歳以上（人） 7,383 7,655 7,703 7,752 7,937 8,260 8,463 8,541 8,437 8,189 8,030 7,669 1.21% 0.94% -1.08%


６５歳以上割合（％） 21.29% 22.12% 22.19% 22.37% 23.17% 24.32% 25.20% 26.18% 26.95% 27.88% 28.25% 28.27% 3.44% 4.11% 3.55%


２．総医療費の推移　※国保連年報資料


Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０見込 Ｈ３１見込 H20～ H23～ H26～
全年齢（円） 7,778,486,387 8,220,824,974 8,152,765,573 8,637,723,703 8,930,057,765 9,140,572,882 9,021,236,723 9,337,979,326 8,855,048,930 8,438,566,130 - - 0.94% -0.38% -2.15%


６４歳以下（円） 4,857,602,397 4,610,774,457 4,436,826,644 4,724,284,052 4,841,248,213 4,613,061,693 4,569,771,329 4,548,038,832 4,289,121,372 3,975,028,845 - - -2.02% -2.64% -4.34%
６５歳以上（円） 2,920,883,990 3,610,050,517 3,715,938,929 3,913,439,651 4,088,809,552 4,527,511,189 4,451,465,394 4,789,940,494 4,565,927,558 4,463,537,285 - - 5.87% 2.34% 0.09%
特定健診受診率 36.1% 35.7% 34.4% 34.0% 35.0% 35.2% 39.7% 42.3% 43.8% 44.9% - - 2.71% 5.34% 4.37%


３．【現年分】保険税調定額・保険税収納額・法定外繰入金額の推移　※決算書資料


Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０当初時点 Ｈ３１当初時点 H20～ H23～ H26～
調定額（円） 3,340,483,500 3,338,052,100 3,147,896,100 3,125,712,600 3,084,868,100 3,084,023,200 2,991,625,000 2,936,431,100 2,827,455,300 2,639,896,900 3,011,397,000 2,837,147,000 -2.33% -2.59% -3.92%
収納額（円） 2,734,601,820 2,751,905,948 2,619,222,807 2,636,539,952 2,663,391,599 2,633,387,713 2,580,230,931 2,575,834,628 2,502,104,467 2,341,543,236 2,595,841,000 2,444,137,000 -1.60% -1.86% -3.08%
収納率(％） 81.86% 82.44% 83.21% 84.35% 86.34% 85.39% 86.25% 87.72% 88.49% 88.70% 86.20% 86.15% 0.93% 0.86% 0.95%


法定外繰入金（円） 810,000,000 850,000,000 876,202,000 1,017,133,000 1,567,175,000 1,425,858,800 1,610,065,000 1,711,944,000 1,997,760,000 1,725,264,000 1,213,520,000 818,498,000 12.56% 11.60% 2.38%


４．一人当医療費の推移　※国保連年報資料


Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９見込 Ｈ３０見込 Ｈ３１見込 H20～ H23～ H26～
全年齢（円） 224,293 237,500 234,842 249,227 260,716 269,149 268,585 286,248 282,873 287,300 - - 3.12% 2.55% 2.32%


６４歳以下（円） 177,954 171,029 164,248 175,585 183,973 179,490 181,881 188,864 187,568 187,652 - - 0.61% 1.15% 1.06%
６５歳以上（円） 395,623 471,594 482,402 504,830 515,158 548,125 525,991 560,817 541,179 545,065 - - 4.20% 1.33% 1.21%
特定健診受診率 36.1% 35.7% 34.4% 34.0% 35.0% 35.2% 39.7% 42.3% 43.8% 44.9% - - 2.71% 5.34% 4.37%


５．【現年分】一人当保険税調定額・保険税収納額・法定外繰入金額の推移　※決算書資料


Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９見込 Ｈ３０当初時点 Ｈ３１当初時点 H20～ H23～ H26～
調定額（円） 96,323 96,436 90,676 90,187 90,064 90,811 89,068 90,014 90,322 89,878 105,934 104,579 -0.74% -0.06% 0.30%
収納額（円） 78,852 79,503 75,447 76,073 77,759 77,542 76,820 78,960 79,929 79,720 91,316 90,093 0.12% 0.80% 1.26%
収納率(％） 81.86% 82.44% 83.21% 84.35% 86.34% 85.39% 86.25% 87.72% 88.49% 88.70% 86.20% 86.15% 0.93% 0.86% 0.95%


法定外繰入金（円） 23,356 24,557 25,239 29,348 45,754 41,985 47,936 52,478 63,818 58,738 42,689 30,170 16.83% 16.69% 7.51%


H29までの平均伸び率


H29までの平均伸び率


H29までの平均伸び率


H29までの平均伸び率


H29までの平均伸び率


被保険者数については減少傾向にある。特に、６４歳以下については、２８年度に社保適用拡大があり、減少が加速している。


６５歳以上の人数については、ピークを越えてやや減少している。被保険者に占める６５歳以上の割合は年々増加しており、高齢化が進んでいる。


全年齢、６４歳以下、６５歳以上ともに、ピークを越えてやや減少しているが、２７年度と２８年度の医療費は異常に高かったことによるための可能性がある。


加入者数の減に伴って医療費総額も減少することから、一人当たりの金額にして数値をみていく必要がある。


調定額、収納額ともに、被保険者数に連動して減少している。３０年度は税率改正を行った。


加入者の減に伴って総額も減少することから、一人当たりにして数値をみていく必要がある。


６４歳以下は、平均０．６１％増加しているが、直近では伸び率が高まっている。６５歳以上は、平均４．２％増加しているが、直近は伸び率が鈍化しつつある。


全年齢については、６５歳以上の割合が高まっていることで平均値が高まっており、９年間で平均３．１２％増加している（直近３年間では伸び率２．３２％にやや鈍化）。


調定額についてはほぼ横ばいで推移（税率設定の影響と、所得水準が影響）。収納率については、徐々に高まってきている。３０年度は税率改正を行った。


法定外繰入金については、２８年度でピークとなった。３０年度は税率改正と広域化に伴う公費投入があった。３１年度は広域化２年目での予算精度向上などがあった。
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【県内市町村の税水準比較】
※埼玉県資料を加工。平成３１年度の数値は予定値。


保険者名
H30 H31 H30 H31 H30 H31 H30 H31 H30 H31 年税額 県内順位 年税額 県内順位


川越市 10.95 11.55 0.0 0.0 37,200 40,800 0 0 89 93 256,200 26 271,800 19
熊谷市 9.20 10.20 30.0 0.0 27,600 45,800 17,500 0 89 93 229,100 50 249,800 44
川口市 11.25 11.25 0.0 0.0 50,000 50,000 0 0 89 93 275,000 10 275,000 13
行田市 9.70 9.70 32.0 32.0 27,000 27,000 17,000 17,000 89 93 238,000 45 238,000 52
秩父市 8.80 8.80 30.0 30.0 28,500 28,500 17,500 17,500 89 89 222,000 54 222,000 55
所沢市 11.30 11.30 15.0 15.0 36,300 36,300 16,000 16,000 89 93 278,300 7 278,300 9
飯能市 10.60 10.60 10.0 10.0 38,000 38,000 5,000 5,000 89 93 255,000 30 255,000 34
加須市 12.20 12.20 0.0 0.0 39,000 41,500 0 0 86 91 283,000 3 285,500 4
本庄市 12.50 12.50 20.0 20.0 41,800 41,800 16,000 16,000 93 93 307,800 1 307,800 1
東松山市 11.70 11.70 15.0 0.0 47,400 48,000 7,200 0 89 93 288,600 2 282,000 5
春日部市 10.35 10.35 0.0 0.0 55,800 55,800 0 0 89 93 262,800 21 262,800 23
狭山市 10.40 10.40 20.0 20.0 32,000 32,000 10,000 10,000 85 85 250,000 38 250,000 43
羽生市 10.40 10.40 26.0 26.0 28,500 28,500 19,000 19,000 89 93 255,500 28 255,500 32
鴻巣市 11.00 11.00 0.0 0.0 43,000 43,000 0 0 89 93 263,000 20 263,000 22
深谷市 10.20 10.20 35.0 35.0 30,000 30,000 17,000 17,000 89 93 251,000 35 251,000 40
上尾市 9.30 10.20 30.0 0.0 27,000 49,000 15,000 0 85 93 228,000 51 253,000 38
草加市 11.00 11.00 0.0 0.0 36,200 36,200 0 0 85 93 256,200 27 256,200 31
越谷市 11.60 12.30 0.0 0.0 42,500 45,000 0 0 89 93 274,500 11 291,000 2
蕨市 8.30 8.30 35.0 35.0 20,000 20,000 12,000 12,000 89 93 198,000 60 198,000 60


戸田市 11.02 11.02 0.0 0.0 42,000 42,000 0 0 89 93 262,400 22 262,400 24
入間市 10.80 10.80 10.0 10.0 40,000 40,000 3,000 3,000 89 93 259,000 23 259,000 27
朝霞市 11.40 11.40 33.0 33.0 30,000 30,000 14,000 14,000 89 93 272,000 15 272,000 16
志木市 9.46 10.60 34.0 13.0 30,500 38,000 19,500 7,000 89 93 239,200 44 257,000 29
和光市 10.10 10.10 12.0 12.0 31,200 31,200 18,000 18,000 89 93 251,200 34 251,200 39
新座市 10.34 10.34 30.0 25.0 32,000 34,000 11,000 9,000 81 90 249,800 39 249,800 45
桶川市 9.40 10.80 30.0 0.0 26,700 43,800 15,900 0 85 93 230,600 48 259,800 25
久喜市 11.30 11.30 0.0 0.0 50,000 50,000 0 0 77 85 276,000 9 276,000 12
北本市 10.90 10.90 29.0 29.0 26,000 26,000 10,000 10,000 89 89 254,000 33 254,000 37
八潮市 11.50 11.50 0.0 0.0 51,000 51,000 0 0 89 93 281,000 5 281,000 7
富士見市 9.30 9.94 22.0 11.0 33,700 41,400 10,800 6,000 89 93 230,500 49 246,200 48


ふじみ野市 10.40 10.40 0.0 0.0 47,100 47,100 0 0 89 93 255,100 29 255,100 33
三郷市 10.40 10.40 0.0 0.0 46,000 46,000 0 0 77 81 254,000 32 254,000 36
蓮田市 11.80 11.80 0.0 0.0 44,200 44,200 0 0 89 93 280,200 6 280,200 8
伊奈町 11.50 11.50 0.0 0.0 42,400 42,400 0 0 89 93 272,400 14 272,400 15
三芳町 10.90 10.90 0.0 0.0 53,000 53,000 0 0 89 89 271,000 18 271,000 20
坂戸市 10.90 10.90 0.0 0.0 39,000 39,000 0 0 89 93 257,000 25 257,000 29
毛呂山町 8.80 11.70 0.0 0.0 52,000 52,000 0 0 93 93 228,000 52 286,000 3
越生町 10.20 10.20 0.0 0.0 43,000 43,000 0 0 93 93 247,000 40 247,000 46
鶴ヶ島市 9.80 10.20 0.0 0.0 36,000 37,000 0 0 89 93 232,000 47 241,000 51
日高市 10.50 10.50 0.0 0.0 37,000 37,000 0 0 89 93 247,000 40 247,000 46
滑川町 11.10 11.10 0.0 0.0 51,000 51,000 0 0 93 93 273,000 13 273,000 14
嵐山町 11.00 11.00 0.0 0.0 52,000 52,000 0 0 93 93 272,000 15 272,000 16
小川町 9.70 9.70 0.0 0.0 49,800 49,800 0 0 93 93 243,800 43 243,800 50


ときがわ町 9.80 9.80 0.0 0.0 55,000 55,000 0 0 93 93 251,000 35 251,000 40
川島町 10.00 10.00 0.0 0.0 58,500 58,500 0 0 93 93 258,500 24 258,500 28
吉見町 11.30 11.30 0.0 0.0 46,000 46,000 0 0 93 93 272,000 15 272,000 16
鳩山町 10.60 10.60 0.0 0.0 58,000 58,000 0 0 89 93 270,000 19 270,000 21
横瀬町 8.00 8.00 35.0 35.0 27,300 27,300 13,000 13,000 93 93 200,300 59 200,300 59
皆野町 7.70 7.70 40.0 40.0 24,400 24,400 14,000 14,000 93 93 192,400 62 192,400 62
長瀞町 7.70 7.70 40.0 40.0 24,400 24,400 14,000 14,000 93 93 192,400 62 192,400 62
小鹿野町 7.80 7.80 38.0 38.0 23,700 23,700 13,100 13,100 89 89 192,800 61 192,800 61
東秩父村 8.00 8.00 0.0 0.0 48,000 48,000 0 0 93 93 208,000 57 208,000 57
美里町 8.50 8.80 35.0 20.0 28,000 36,000 17,000 12,000 93 93 215,000 55 224,000 54
神川町 8.70 8.70 30.0 30.0 23,800 23,800 16,000 16,000 93 93 213,800 56 213,800 56
上里町 9.33 9.33 25.0 25.0 31,100 31,100 10,000 10,000 93 93 227,700 53 227,700 53
寄居町 8.00 8.00 35.0 35.0 23,500 23,500 19,000 19,000 93 93 202,500 58 202,500 58
宮代町 9.30 10.11 0.0 0.0 48,800 56,900 0 0 89 93 234,800 46 259,100 26
白岡市 11.46 11.46 0.0 0.0 52,500 52,500 0 0 93 93 281,700 4 281,700 6
幸手市 10.50 10.50 0.0 0.0 44,100 44,100 0 0 89 89 254,100 31 254,100 35
杉戸町 10.00 10.00 0.0 0.0 46,000 46,000 0 0 89 93 246,000 42 246,000 49
松伏町 11.40 11.40 0.0 0.0 50,100 50,100 0 0 77 85 278,100 8 278,100 10
吉川市 9.90 9.90 0.0 0.0 53,000 53,000 0 0 81 89 251,000 35 251,000 40


さいたま市 11.35 11.51 0.0 0.0 46,100 46,900 0 0 89 93 273,100 12 277,100 11


H31
所得額２００万円の単純試算


平等割（円）資産割（％） 賦課限度額
医療＋支援＋介護


均等割（円）所得割（％） H30
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平成３０年度　　平成31年２月分　国民健康保険税収入報告書
平成３１年２月２８日現在 収納推進課


１．本税


予算現額 収入未済額 予 算 ２８年度


(千円) 当月調定額(円) 累計額(円)
前年度比
伸長率 当月分（円) 累計額（円)


前年度比
伸長率 (円) ３０年度 ２９年度 対　　比 達成率 収納率


医 療 一 般 分 1,851,718 3,684,737 2,128,422,295 112.9% 183,033,364 1,631,477,543 112.0% 496,944,752 76.7% 77.3% -0.6 88.1% 76.4%


医 療 退 職 者 分 17,657 -77,715 5,607,273 38.8% 339,949 5,260,914 39.5% 346,359 93.8% 92.2% 1.6 29.8% 90.7%


介 護 一 般 分 215,289 904,300 249,996,937 108.9% 22,904,736 191,329,021 108.6% 58,667,916 76.5% 76.7% -0.2 88.9% 75.3%


介 護 退 職 者 分 4,563 0 1,406,688 37.0% 137,408 1,261,545 36.5% 145,143 89.7% 91.0% -1.3 27.6% 90.6%


後 期 一 般 分 501,935 631,114 575,534,790 109.3% 48,665,781 442,277,464 108.7% 133,257,326 76.9% 77.3% -0.4 88.1% 76.2%


後 期 退 職 者 分 4,679 -20,336 1,566,217 39.2% 98,617 1,461,499 39.7% 104,718 93.3% 92.2% 1.1 31.2% 90.8%


計 2,595,841 5,122,100 2,962,534,200 111.3% 255,179,855 2,273,067,986 110.4% 689,466,214 76.7% 77.4% -0.7 87.6% 76.4%


医 療 一 般 分 174,772 -2,126,764 929,461,099 96.3% 9,764,893 131,147,640 83.9% 798,313,459 14.1% 16.2% -2.1 75.0% 16.0%


医 療 退 職 者 分 1,137 0 5,800,128 62.4% 55,542 705,719 50.6% 5,094,409 12.2% 15.0% -2.8 62.1% 19.9%


介 護 一 般 分 24,211 -250,380 132,142,942 96.8% 1,182,565 17,209,005 81.2% 114,933,937 13.0% 15.5% -2.5 71.1% 14.7%


介 護 退 職 者 分 278 0 1,486,967 68.5% 12,590 168,868 78.6% 1,318,099 11.4% 9.9% 1.5 60.7% 18.2%


後 期 一 般 分 52,117 -568,456 249,837,966 99.6% 2,086,368 33,955,290 88.5% 215,882,676 13.6% 15.3% -1.7 65.2% 15.5%


後 期 退 職 者 分 396 0 1,375,328 68.9% 14,224 182,892 95.1% 1,192,436 13.3% 9.6% 3.7 46.2% 18.8%


計 252,911 -2,945,600 1,320,104,430 96.6% 13,116,182 183,369,414 84.3% 1,136,735,016 13.9% 15.9% -2.0 72.5% 15.8%


2,848,752 2,176,500 4,282,638,630 106.3% 268,296,037 2,456,437,400 107.9% 1,826,201,230 57.4% 56.5% 0.9 86.2% 54.2%


収　　　納　　　率


滞
納
繰
越
分


合 計


区　　分


調　　定　　額 収入済額


現
年
課
税
分
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【国民健康保険事業費納付金の状況について】


１　納付金について
平成３０年度 平成３１年度


本算定 本算定
把握日 2月14日 1月25日


医療分（一般） 円 2,674,211,116 2,624,309,454 98.13%
医療分（退職） 円 10,213,818 2,549,711 24.96%
後期分（一般） 円 913,269,653 872,991,587 95.59%
後期分（退職） 円 3,437,945 793,601 23.08%
介護分 円 367,008,317 309,634,465 84.37%
合計 円 3,968,140,849 3,810,278,818 96.02%
算定人数 人 28,845 26,996 93.59%
一人当納付金 円 137,568 141,142 102.60%


２　標準税率（埼玉県の応能応益割合に沿った各市町村の標準税率）
平成３０年度 平成３１年度


本算定 本算定
医療分（所得割） ％ 7.44 7.59 102.02%
医療分（均等割） 円 42,322 43,874 103.67%
後期分（所得割） ％ 2.49 2.50 100.40%
後期分（均等割） 円 14,087 14,335 101.76%
介護分（所得割） ％ 2.17 1.93 88.94%
介護分（均等割） 円 16,149 14,390 89.11%
合計所得割率 ％ 12.10 12.02 99.34%
合計均等割額 円 72,558 72,599 100.06%


３　標準税率（市町村ごとの応能応益割合に沿った標準税率）
平成３０年度 平成３１年度


本算定 本算定
医療分（所得割） ％ 9.21 9.64 104.67%
医療分（均等割） 円 26,397 26,258 99.47%
後期分（所得割） ％ 2.15 2.25 104.65%
後期分（均等割） 円 15,234 14,467 94.97%
介護分（所得割） ％ 1.74 1.59 91.38%
介護分（均等割） 円 18,394 15,823 86.02%
合計所得割率 ％ 13.10 13.48 102.90%
合計均等割額 円 60,025 56,548 94.21%


４　県に占める本市のウェイト（※医療・後期は一般分、介護は２号被保険者分）
平成３０年度 平成３１年度


本算定 本算定
県納付金総額※ 円 198,841,214,866 196,309,039,726 98.73%
本市納付金 円 3,955,186,723 3,833,382,549 96.92%
本市の割合 ％ 1.99 1.95 98.17%
県被保険者数 人 1,714,116 1,617,175 94.34%
本市被保険者数 人 28,845 26,996 93.59%
本市の割合 ％ 1.68 1.67 99.20%
県一人当納付金 円 116,002 121,390 104.64%
本市一人当納付金 円 137,119 141,998 103.56%


段階


前年度伸び率


前年度伸び率


前年度伸び率


前年度伸び率


段階


段階


段階
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